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2. 新 人 ・中 堅 看 護 師 の 現 任 教 育 へ の 参 画
この 事 業 は、 目標 「大 学 教 育 か ら現 任 教 育 へ の 継 続 教
育 の 発 展 に繋 げ る」 に対 応 す る もの で あ り、 平 成27年 度
は看 護 部 研 修 の う ち、6つ の 研 修 にお いて 、 看 護 学 部 教
員 の べ10名 が 参 画 した(表2)。 具 体 的 な 達 成 目標 と し
て 、 看 護 部 と看 護 学 部 が 協 働 す る こ とで 、 新 人 ・中 堅 看
護 師 教 育 で は、 リア リテ イ シ ョ ックの 緩 和 、 適 応 力 の 向
上 、 アセ ス メ ン トカ の 向 上 が 、 教 育 担 当 者 と臨 地 指 導 者
へ の 教 育 で は、 指 導 力 の 向 上 、 リー ダ ー シ ップの 向 上 が
挙 げ られ る。
新 人 フ ォ ロ ー ア ップ 研 修 で は、 看 護 学 部 教 員 が グル ー
プ ワ ー ク にオ ブザ ーバ ー と して 参 加 した 。 今 回 初 め て の
参 加 で あ った が 、 グル ープ ワ ー ク に参 加 した 教 員 に と っ
て は、 卒 業 した学 生 の元 気 な様 子 に触 れ る機 会 と な った。
また 、 新 卒 者 の で き る よ う にな った こ と(業 務 に関 わ ら
ず 、 先 輩 との 関 係 の 結 び方 な ど)を グル ープ メ ンバ ー と
共 有 す る こ と は、 ポ ジ テ ィ ヴな 側 面 に気 づ く機 会 とな り
職 場 へ の 適 応 力 を 向 上 させ る と感 じた 。 看 護 部 と教 員 と

























3. さ く らや ま 知 っ と こ!セ ミナ ー の 開 催
この 事 業 は、 目標 「地 域 住 民 の 健 康 を 促 進 す る」 に対
応 す る もの で あ り、 平 成27年 度 か ら活 動 を 開 始 し、 本 年
度 は外 来 棟1階 に お い て2回 開 催 した(表3)。 第1回
の 内 容 は感 染 予 防 を テ ー マ に 「咳 エチ ケ ッ トと適 切 な マ
ス クの 着 用 」 と患 者 か らの ニ ーズ が 高 い 「心 臓 発 作 ・脳
卒 中 を予 防す るた め に」 と した。 セ ミナ ー開催 後 ア ンケ ー
トを 実 施 し、 第1回 目 は53名 か ら回 答 が 得 られ た 。 セ ミ
ナ ー の分 か りや す さ に つ い て は、85%が 「そ う思 う」、
9%が 「や や そ う思 う」、 未 回 答5%で あ っ た。 今 後 役
に 立 ち そ うか と い う質 問 に 対 して は、 「そ う思 う」 が83
%で あ り、 「や や そ う思 う」15%、 未 回 答2%で あ った。
自由 回 答 の 記 述 で は 「今 まで 知 らな か った こ と も多 くて
有 意 義 だ った 」 「自分 の健 康 状 態 に気 を 配 る良 い き っか
け に な った」 「マ ス ク の つ け方 が 間 違 って い た こ とが 分
か った 」 等 の 感 想 が あ り満 足 度 お よ び 有 用 性 につ い て は
高 い 評 価 で あ った 。 今 回 の セ ミナ ーを ど こで 知 った か と
い う質 問 に 対 し、 「掲 示 ポ ス ター」 が54%、 「そ の 他(通
りが か り等)」 が28%、 「院 内 放 送 」15%の 順 に 多 く、
「チ ラ シ」 や 「ホ ー ム ペ ー ジ」 につ い て は、 そ れ ぞ れ8
%、4%と 少 な か った 。
第2回 の知 っ と こセ ミナ ー は、生 活 支援 と して 「腸 ス ッ
キ リ!便 秘 予 防 の 食 事 術 」 「ぐ っす り眠 れ る睡眠 の コ ツ」
の2つ を テ ー マ と した。2回 目の セ ミナ ー終 了後 ア ンケ ー
トを 行 い70名 か ら回 答 を 得 た 。 セ ミナ ーの 分 か りや す さ
につ いて は、 「そ う思 う」79%、 「や や そ う思 う」13%、
未 回 答8%で あ った 。 今 後 役 に立 ちそ うか と い う質 問 に
対 して は 「そ う思 う」70%、 「や や そ う思 う」23%、 未
回 答7%で あ った 。 自由 回 答 の 記 述 か らも 「情 報 が 溢 れ
て い る が そ の 整 理 が きち ん とで きた」 「さ っ そ く心 が け
て み た い 」 等 の 感 想 が あ り、1回 目同 様 セ ミナ ー に対 す
る満 足 度 や有 用性 は高 い こ とが示 され た。 今 回 の セ ミナ ー
を ど こで知 っ たか と い う質 問 に は、 「院 内 放 送 」40%、
「掲 示 ポ ス タ ー」33%、 「そ の他(通 りが か り等)」19%
の 順 で あ り、 受 診 当 日院 内 放 送 や ポ ス タ ーで セ ミナ ー開
催 を 知 り、 参 加 され た 方 が 多 い こ とが 分 か った 。
























表3 さ く らや ま 知 っ と こ!セ ミナ ー
「咳エチケッ トと適切なマスクの着用」の様子 「心臓発作 ・脳卒中を予防するために」の様子
「腸スッキ リ!便 秘予防の食事術」の様子 「ぐっす り眠れる睡眠のコツ」の様子
